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１　はじめに
　サイボウズ株式会社（以下、「サイボウズ社」
と表記する）は、1997年からグループウェアの
開発・販売・運用事業を進めている企業であり、
2017年には「働きがいのある会社ランキング」
に 4年連続でランクインするなど、社員それぞれ
にとって働きやすい人事制度やオフィスの整備を
精力的に推進していることで知られている。
　本稿では、このオフィスの整備に焦点を当て
る。サイボウズ社は本社のある東京オフィスを、
2015年 7月に東京都中央区日本橋に移転した。
その際に営業部門のオフィスをフリーアドレス化
した。本稿ではこの移転の経緯と、実際に整備さ
れたオフィスの概要について紹介していく。
　フリーアドレス・オフィス 1）とは、メンバー
ごとの固定席を廃止して座席を多人数で自由化・
共有化したオフィスのことを指す。オフィス空間
のデザインについては実務家・建築学者・経営学
者などが注目してきており、とりわけ 2000年代
以降においては知的生産性の向上や、メンバー
間のコミュニケーションの活発化をもたらすも
のとして期待されてきた（阿部 2014）。特にコ
ミュニケーションに関しては、経営学において実
証研究が蓄積しつつあり、従来型オフィスでも生
産性向上に貢献すると考えられている諸施策がフ
リーアドレス・オフィスでも有効であること（古
川 2015）、活発なコミュニケーションのためには
座席間に適切な空間の密度が存在すること（稲水 
2008）などが指摘されている。
　以下でみていくように、サイボウズ社でもフ
リーアドレス化は社員間のコミュニケーションを
活発化させる施策として発案され、現在でも推進
中になっている。古川（2015）が指摘するよう
に、生産性向上のための施策が効果を発揮するた
めには時間の経過が必要であり、諸施策の継続的
かつ積極的な実施が求められる。この点からすれ
ば、単にどのような形でオフィスがデザインされ
たのかだけではなく、それが具体的にどのような
経緯で可能になったのかを明らかにすることは、
オフィス研究に対しても重要な貢献になりうるだ
ろう。
　なお以下での記述は、3月 27日・4月 5日に実
施したインタビューの内容に加え、その際にいた
だいた社内資料のほか、ウェブサイト等で公開さ
れている資料を参照している。
一橋大学大学院社会学研究科博士後期課程　松永伸太朗
法政大学キャリアデザイン学部教授　梅崎　　修
労働政策研究・研修機構主任研究員　池田　心豪
労働政策研究・研修機構主任研究員　藤本　　真
労働政策研究・研修機構副主任研究員　西村　　純
サイボウズ社のオフィスデザイン
―オフィス改革の効果とその経緯―
〈資料紹介〉
08_梅崎他_Vol15-1.indd   113 17/11/15   11:56
114
２　サイボウズ社のオフィスデザイン
　まず、移転後におけるサイボウズ社のオフィス
がどのようにデザインされているのかについて紹
介しよう。
　サイボウズ社のオフィスは、東京日本橋タワー
の27階・28階に位置している。このうち28階が主
に執務エリアと社内向けミーティングルームとし
て、27階が主に社外向けミーティングルームやセ
ミナールームとして構成されている。さらに各階
にコミュニケーションスペースが設けられている。
　28階はおおまかには開発部門の業務スペース
とスタッフ部門のスペースに分かれており、その
間にラウンジが設けられている。このその他の部
門のスペースのうち、営業本部のエリアがフリー
アドレス化されている（図 1）。フリーアドレス
化は、今後スタッフ部門全てに進めていく予定
であるが、開発部門に関しては利用できるハード
ウェア・ソフトウェアなどの作業環境の充実とい
う点で社内での勤務を選択する者が多いため、フ
リー化をしない方針になっている。また、開発部
門のスペースには大きな本棚が備え付けられてお
り、開発関係の技術書の他、マンガ等が置かれて
いる。このスペースにはソファーも置かれており、
リラックスできる空間としてデザインされている
（図 2）。
図 1　フリーアドレスのエリア
図 2　開発部門の読書スペース
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図 3　ラウンジ
　図3はラウンジの様子を映したものである。この
スペースはカフェや休憩スペースとして利用でき
るほか、プロジェクター等が映っていることから
もわかるように、ミーティング等のためにも利用で
きるようになっている。ラウンジは移転前のオフィ
スにも設けられていたが、移転後のラウンジは広
さが2倍程度になっている。また、プロジェクター
や音響などの設備も移転前よりも拡充したという。
　このラウンジの拡大・設備の拡充は、移転前に
は予想されていなかった効果をもたらした。ラウ
ンジの利便性が高まったことにより、有志の勉強
会が以前よりも顕著に多く開催されるようになっ
たのである。ラウンジでの集まりはミーティング
などの仕事関係のものに加えて、社内で（業務と
は直接関係ない話題でも）自発的に開催されるイ
ベント「話スシ」も多く開催されている。また、
ラウンジは在宅勤務者が出社した際に普段からオ
フィスにいる社員と交流する場ともなっており、
活発な社員同士のコミュニケーションを実際に可
能にしている場となっている。
　また、ラウンジが開発部門とスタッフ部門の二
つのエリアの間にあることは述べたが、このこと
もコミュニケーションを活発化させるうえで重要
な役割を果たしている。ラウンジがオフィスの中
心にある空間的デザインになっているため、フロ
アにいる社員皆の目につきやすく、そこで催され
ている集まりを偶然的に見かけて、興味を持つと
いうケースが増えているという。この空間的な位
置が、意図することがなくとも、フロアを移動し
ているだけで勉強会などを見かけることができる
ようになり、コミュニケーションを取る機会がよ
り充実する契機の一つとなっているのである。
　また、28階には遠隔地・多拠点からの参加が
円滑に行えるよう設備を整えたミーティングルー
ムや、フリーコミュニケーションスペースが点在
している。このように至るところに、社員同士の
コミュニケーションが活発化するための工夫が見
られる。
　次に、27階のフロアについて説明する。すで
に述べたように、27階はサイボウズ社を訪れた
顧客も共に使用できるようなスペースとして設計
されている。顧客用のエントランスの他、社外向
けのミーティングルーム、さらにキッチンが設け
られているバルがある。
　エントランスや会議室はカラフルなデザインが
採用されている。もともとシックな色合いにする
という案もあったが、それはサイボウズらしくな
いとの意見があった。移転前のオフィスも色合い
が豊かなものであったという。エントランスに関
しては構想段階では開発スタッフを中心に「恥ず
かしくてお客様を呼べない」「幼稚園」などのク
レームもあったが、実際にオフィスを使い始めて
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からは総じて好評であった。
　エントランスには、カウンター式のカフェ（デ
モスペース）が 3ヶ所設置されている（図 4・5）。
筆者らがオフィス見学を行った際には、デモス
ペースでサイボウズ社の社員が顧客にシステムの
説明等を行っている様子も見られた。デモスペー
スの他にもテーブル席が用意されており（図 6）、
ここも来客対応のほか、社員同士の打ち合わせや
図 4　エントランスとデモスペース①
図 5　エントランスとデモスペース②
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個人の作業など多様な仕方で利用されている。
　会議室にはそれぞれ、世界の港の名前
（「Rotterdam」など）が冠してあり、それぞれの
地名にあった色彩のデザインがされている。また、
PCが常設されたセミナールームも設置されてい
る。セミナールームは頻繁に利用されており、利
用されない日は週 1程度しかないという。
　さらに移転時に新設されたのがバルである。以
前から社内でイベントを開催することの多かった
ため、それをさらに促進させるものとして、キッ
チンのあるスペースを設置した。さらにサイボウ
ズ社内の部活として、カフェ部や料理部が存在し
ており、そうした部活における交流も広がること
が期待できた。実際にバルは頻繁に利用されてお
り、調査時には 1ヶ月前に予約しなければ場所が
確保できない程度に予約が殺到しているとのこと
だった。平日だけではなく土日も使用されており、
月に 25回程度はイベント等で夜に使用されてい
るという。このバルも、コミュニケーションの場
として効果的に機能していることがうかがえる。
  
３　オフィス移転の経緯
　それではサイボウズ社ではどのようにしてオ
フィス改革を進めていったのか。まずはその大き
なきっかけであった、日本橋へのオフィス移転の
経緯から確認していこう。
　オフィス移転の必要性は、社員数の増加によっ
て生じたものである。移転前年の 2014年当時の
社員数は 300人であった。新入社員は毎年 20名
ほど採用しており、この水準は例年変化していな
い。社員数の増加は、採用が増加したというより
も、離職率が低下してきたことによって生じたも
のであった。サイボウズ社では日頃の業務から社
員間のコミュニケーションにおいてグループウェ
アを活用しており、チームメンバーが場を必ずし
も共有していなくても業務が遂行できる仕組みが
整えられている。そこから、在宅勤務、サテライ
トオフィスという形で、リアルオフィスは不要と
いう意見もあったが、移転にあたっては若い世代
を中心に「リアルでコミュニケーションを取りた
い」との声が上がり、これを軸にオフィスデザイ
ンの構想を進めていった。
　構想にあたっては、「オフィス検討委員会」を、
各部門から 2名程度参加する形で設置し、コクヨ
株式会社に依頼してワークショップを実施した。
さらにその結果について委員会での検討を繰り
返した。その中で、「どういうときに、どうして、
どのように」という観点からオフィスに関する考
え方を整理した。
　コミュニケーションの活発化という観点から、
移転先のオフィスはワンフロアのビルを探すこと
図 6　エントランスのテーブル席
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となった。移転前には 3フロアで、開発が 2フロ
アでその他が 1フロアと分かれていた。この結果
として、実際に交流の場があまりないのが実情で
あった。
　この 1フロアで入れるという条件に加え、安全
性の観点から東日本大震災以後に建設されたビル
が望ましいなどのニーズがあり、そこから候補が
日本橋・飯田橋・品川の 3つに絞られた。最終的
にはアクセスや町の文化、信頼性などから日本橋
に決定した。郊外オフィスという選択肢は、顧客
が集まりやすいところ、営業が出て行きやすいと
ころがよかったため、最初から検討しなかったと
いう。
　オフィス内のデザインに関しては、集まりたい
ときに集まれる場所、チームワークを発揮できる
ような環境を整えることが基本的なコンセプト
だった。社員から合意を得るにあたっては、コク
ヨにいくつかのゾーニング案を出してもらい、社
内のコミュニケーション促進制度の一つである
「仕事 Bar」を用いて、話し合う場を設けた。仕
事Bar とは、仕事に関する話し合い等で 5人以
上が集まると、会社から 1500円の補助が支給さ
れる制度である。この制度を利用して、毎週一度
「移転カフェ」を開催し、ランチを食べつつ移転
について社員で話し合う場を設けた。話し合いの
内容は、前節までで取り上げてきた会議室の名前
や、バルにキッチンが必要かどうかまで多岐にわ
たる。移転カフェにおいて議論された内容は、毎
回議事録が作成され、グループウェア上で公開
された。これにより参加できなかった者について
も、内容が確認できるようにした。このような形
で話し合いを繰り返すことで、社員が納得できる
オフィス作りを進めていったのである。
４　今後の課題
　以上のように綿密な話し合いと共に進められ、
実際に社員のコミュニケーションの活発化に寄与
しているように思われるサイボウズ社のオフィス
改革であるが、まだ残されている課題も多くある
という。
　すでに述べたようにサイボウズ社ではスタッフ
部門については全てフリーアドレス化する方向性
でさらなる改革を進めている。しかし現状フリー
アドレス化している営業部門であるが、席が余っ
てしまっているためか、皆が座席に物を置いてし
まっている状態にある。またチームで座席がまと
まってしまう傾向がある。フリーアドレス化した
者に対しては個人ロッカーを与えてはいるが、ま
だそのロッカーの使用が定着していない状態にあ
るという。今後さらに社員数が増加していく見込
みであるが、席のシャッフルがより活発になり、
社員間の交流がより促進されることが今後の課題
の一つとなっている。また、一人ひとりのデスク
にキャスターをつけて、移動できるようにさせて
ほしいという要望も社員から出ているという。
　また、当然のことながら、コミュニケーション
の活発化が何もかもよい結果をもたらすわけでは
ない。開発部門のあるチームにおいては、メンバー
同士が活発に議論する方法を取り入れたが、他の
開発スタッフがグループウェア上で「うるさい」
と苦情を述べたことがあり、そのチームのスタッ
フから総務に相談が来ているという。開発におい
ては作業環境の問題で在宅勤務をすることが難し
く、オフィス内で対応する必要がある。サイボウ
ズ社としてはサウンドマスキングの導入を検討し
ているとのことであった。
　さらに、サイボウズ社が工夫したオフィスデザ
インを進めており、本稿に限らず各所から注目を
集めていることの意図せざる結果といえることだ
が、オフィスへの来訪者が多いため、設置された
オープンスペースのうち、使われていない部分が
いくつかあるという。というのも、顧客やオフィ
スの見学客が頻繁に来訪するために、集中して会
議等をすることが場所によっては難しいためであ
る。顧客等が通るエリアは、すでに動線を把握し
て物などが置かれないようにしてあるが、今後は
机のレイアウト等を変えて、オープンスペースが
より活発に使用されるように改善していく方向で
あるという。
08_梅崎他_Vol15-1.indd   118 17/11/15   11:56
119
サイボウズ社のオフィスデザイン
５　まとめと考察
　本稿ではサイボウズ社のオフィスデザインと、
それがデザインされた経緯を取り上げた。サイボ
ウズ社のオフィス改革は、まだ課題が残されては
いるものの、全体としては社員のコミュニケー
ションの活発化に良い影響をもたらしているとみ
ることができるだろう。今回の事例においては、
28階に設置されているラウンジや 27階に設置さ
れているバルにおいてすでにコミュニケーション
の活発化が顕著であることがわかった。このうち
ラウンジに関しては、スペースや設備の拡充だけ
ではなく、これをオフィスの中心に置いたことに
よって偶発的なコミュニケーションの可能性を高
めたことが、コミュニケーションが活発化するた
めに重要であることが示された。
　最後に、本稿はサイボウズ社という一つの事例
について扱ったにすぎないが、この事例から示唆
される重要な論点について指摘しておきたい。筆
者は冒頭において、古川（2015）の議論を引用
しつつ、生産性向上の施策が成功するためには、
一定の時間が必要であり、継続的な施策が必要で
あることを指摘した。この点においてサイボウズ
社の事例は重要な意味をもつと思われる。
　サイボウズ社の事例において特徴だったのは、
社内部活・仕事Bar・話スシなど 2）、社員同士の
コミュニケーションを促進するための施策があら
かじめ整備され、根付いており、実際にこれらの
制度が利用されることと、ラウンジやバルなどの
空間が使用されることが相乗効果を起こしたこと
によって、結果的にコミュニケーションが活発化
したことである。つまり、コミュニケーションの
促進という点で先行する制度的施策がすでに存在
しており、それらの可能性をより広げるという形
でオフィスがデザインされたことによって、さら
なるコミュニケーションの活発化が実現したと考
えられるのである。このことは、オフィスデザイ
ンにおいて（またそれに限らずとも）、生産性向
上に寄与すると言われている施策を実施するうえ
で単に時間をかければよいということではなく、
すでに先行して存在している制度的文脈と齟齬を
来してしまわない形でデザインを構築していくこ
とが望ましいことを示唆している。
　この制度的文脈には、社内部活などの明示的な
ものだけではなく、日常の社員同士におけるイン
フォーマル・コミュニケーションなど、暗黙的な
ものも含まれると思われる。現にサイボウズ社の
移転の経緯では、移転カフェを設けてリアルな場
での話し合いを設けつつ、社員皆が利用するグ
ループウェア上での共有も徹底して行われてい
た。社員皆がグループウェアを活用することに習
熟しており、その中でチーム内のメンバーとの協
働を達成することに長けていることは、サイボウ
ズ社においては重要な制度的文脈の一つである可
能性が高い。フリーアドレス化は、原則的にはリ
アルな場でのコミュニケーションの活発化の観点
から重要と考えられてきたと考えられる。だが
サイボウズ社においては、すでにグループウェア
上で活発にコミュニケーションがなされている中
で、具体的にどのようなコミュニケーションはリ
アルでなされるべきであり、そして実際になされ
ているのか――これらのことを明らかにすること
が、さらなるフリーアドレス化を推進するうえで
は重要になってくるかもしれない。
【謝辞】本稿は、労働リサーチセンター研究助成「個
人化する職場のマネジメントに関する研究：多角
的な質的調査法によるアプローチ」（代表：池田
心豪 , 2016－2017年）の成果の一部である。また、
調査にあたっては、サイボウズ社の方々にご協力
いただいた。ここに記して感謝申し上げる。
	 	 注
1） なおこの語は和製英語であり、欧米では「ノン
テリトリアル・オフィス」と呼ばれる（稲水 
2013）。
2）本稿で主題的に取り上げていないが、10 人以上
参加することを条件に会社から 1000 円の補助
金が支給される「イベン 10」という制度もある。
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